
 

 

三者事務的協議について（概要） 

 

 

■ 日 時 

  平成２９年５月１０日（水）１１時３０分～１２時３０分 

 

■ 場 所 

  都道府県会館 

 

■ 出席者 

  東京都   安藤副知事  

国     古谷官房副長官補 

組織委員会 武藤事務総長 

 

■ 協議・確認事項 

 

 ① 都から役割（経費）分担の基本的な考え方と経費試算状況を提示し、

三者で協議した。 

  

 ② 大会準備における進行管理の強化について、組織委員会から区分経

理に関するイメージ図を提示し、三者で協議した。 

 

 ③ 今後の進め方に関し、関係自治体との調整や５月末の大枠の合意に

向けたスケジュール感について共有した。 

 

 ④ 関係自治体に対する説明は都が行うことを確認した。 



当面の日程（29.5.10 時点） 
 
 
５月 

   
２４日（水）

 

 
５月末 

 
 
 
６月 

１日（木）

～７日（水）

 
 

２８日（水）

～３０日（金）

 
 
６月末 

 
 

 
 
 
関東地方知事会 

 

 
組織委員会が仮設の基本設計に着手 

 
 
 
 
第二回都議会定例会（想定） 

 
 
 
ＩＯＣ調整委員会 

 
 
 
組織委員会が選手村（大会時内装）の工事に着手 

 
 

 

東京都提出資料 



新国⽴競技場

都⽴競技施設

・施設改修

・セキュリティ

・ドーピング対策

・ボランティア

・気運醸成

など

Ⅰ ⼤会経費 Ⅱ ⾏政的経費

・仮設等

・エネルギー（電源）

・テクノロジー
（通信、放送など）

・輸送

・セキュリティ

・ドーピング対策

・オペレーション等

新規施設整備 ⼤会運営等

（都が400億円負担）

有明アリーナ、
アクアティクスセンターなど
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役割（経費）分担の基本的な考え⽅について【案】
◆ 組織委員会

○ 大会運営の主体として、万全な運営業務全般等の役割を担う。

① 最大限の増収努力を行い、6,000億円程度の収入を目指す。

② 支出必須なものは計上するなど、経費全体の把握・精査を行うとともに、更なる経費縮減を図る。

◆ 東京都

○ 開催都市としての責任を果たす。

① 組織委員会の万全な大会運営をバックアップするため、大会開催に必要な基盤・環境整備を担う。

（例）都及び都外自治体が所有する施設等における仮設インフラ等の整備費を分担

② 大会開催による都市・経済活動や都民生活への影響を最小化するよう、都市運営（マネジメント）を担う。

（例）都内会場周辺に関わる輸送及びセキュリティ対策に係る経費を分担

◆ 競技会場が所在する自治体

○ 大会の円滑な準備及び運営の実現に向け、大会が開催される自治体として、次の役割を担う。

① 都市・経済活動や市民生活が円滑になされるよう、都市運営（マネジメント）を担う。

② 大会後も当該地域や住民に使用される設備等については、施設改修の一環として整備を行う。

◆ 国

○ 大会の円滑な準備及び運営の実現に向け、オールジャパンでの推進役として、次の役割を担う。

① 各府省に分掌されている、大会に関連して政府が講ずるべき施策を一体として確実に実行する。

② 組織委員会、東京都及び競技会場が所在する自治体と密接な連携を図り、オールジャパンでの取組を推進する

ために必要な協力・支援を行う。
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経費計上の考え方・方法について（案）

○賃借料等（営業補償含む）

・今回、全ての施設において6か月分を計上。

○テクノロジー

○パラリンピック経費

■組織委員会

・増収及び更なる経費削減を見込み、Ｖ１予算より1,000億円増の6,000億円として、役割（経費）分担を増。

■支出項目

・設備・備品等のうち、施設改修の一環として整備し、大会後も地域や住民に使用されるものについて、他自治体負担を要請
　（他自治体が不要と判断するものは削減又は組織委員会負担）。

・パラリンピック経費については、適切な経費を見込み、組織委員会1/2、東京都1/4、国1/4で計上。
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 Ｖ１予算に基づいた現時点の調整状況（東京都及び組織委員会による試算）
(単位：億円)

東京都 国 他自治体

（恒久施設） - 3,450            2,250            1,200            - 3,450                  

6,000          7,850～7,950 6,000            1,500            350～450 13,850～13,950
（600） （300） （300） (1,200）

区分 組織委員会 その他 計

会場関係 2,000          6,350            4,950            1,400            - 8,350                  

- 4,900                  

5,500～5,600

計

大会関係
（輸送、セキュリティ、
オペレーション等）

4,000          1,500～1,600 1,050            100              350～450

（仮設等、エネルギー、
テクノロジー、賃借料
等）

2,000          2,900            2,700            200              

（注１） ( )は、うちパラリンピック経費分である。

（注２） このほかに、予備費1,000億円～3,000億円がある。

（注３） 大会経費以外に、国においては、国として担うべきセキュリティ対策、ドーピンクﾞ対策などがある。
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1,450 億円 6,350 億円 7,800 億円

恒 久 施 設 3,500 億円 3,500 億円

仮 設 等 、 エ ネ ル ギ ー 、 テ ク ノ ロ ジ ー 1,450 億円 2,850 億円 4,300 億円

3,550 億円 3,650 億円 7,200 億円

計 5,000 億円 10,000 億円 15,000 億円

（注）このほかに予備費1,000億円～3,000億円がある。

計組織委員会 その他

会場関係

大会関係（輸送、セキュリティ、オペレーション等）

―

【参考】 組織委員会及びその他の経費 V1予算（平成28年12月公表）

組替版
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組織委員会、
東 京 都、
国 など

＜資金（財源）の流れ＞

１ 区分経理

・ 公費が投入される経費等について、組織委員会内で区分経理し、収支の明確化を図る。

２ コスト管理・執行統制の強化

・ 組織委員会、東京都、国、関係自治体により共同事業管理委員会（仮称）を設置し、

組織委員会内の調達管理委員会とあわせ、コスト管理と執行統制の強化を図る。

調達管理委員会共同事業管理委員会（仮称）

＜管理体制の構築＞

コスト管理・執行統制

組織委員会

【区分経理】

仮設、電源、
通信インフラ等の

整備を実施

収支の明確化

区分経理、コスト管理・執⾏統制の強化について 東京都提出資料



仮設整備等の共同実施事業に対する区分経理について（イメージ図） 

 

○組織委員会以外に責任のある事業についても、明確な区分経理の下、組織委員会が一元的に執行 

  （仮設・オーバーレイ整備、エネルギー設備、テクノロジー設備 等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組織委員会提出資料 

組織委員会 東京都、他自治体、国 等 

大会運営用プレハブ・テント等 その他仮設インフラ（観客席、トイレ、内部改修等） 

共同実施事業特別勘定 

・組織委員会内部に設置（関係者と

協定） 

・明確な区分経理 

・適切な情報公開 

・関係者の合意に基づく 

契約・執行 

負
担
金

仮設 

整備 

共同実施事業管理委員会 

・資金負担者が入った意思決定と執行管理 
・コストカットやレガシー化、３Ｒの検討 
・都と組織委員会の共同設置・共同事務局 

・負担金の支出は、各自治体の予算として議会で議決 

・支出後の関与は共同実施事業管理委員会 


	60_290510　三者事務方トップ　開催結果概要
	61_290510当面の日程案【配布資料】
	62_290510大会経費について
	63_290510役割（経費）分担の基本的な考え方
	64_290510経費計上の考え方
	65_290510Ｖ１予算に基づいた現時点の調整状況
	66_290510【参考】組織委員会及びその他の経費
	67_290510大会準備のガバナンスの強化
	68_290510共同実施事業のイメージ図

